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ＮＨＫ「ハングル講座」の成立過程にかんする研究ノート

日本人の韓国・朝鮮語学習にかんする歴史的研究（その２）

南相壌（ナムサンニョン）
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はじめに

本稿は,1984年４月にスタートしたNHKの『ご調醐郭?～ﾊﾝｸﾞﾙ扇Ｉ座~』(以下，
「ハングル訓座」とする）の成立過程にかんする研究ノートである。

近代日本における輔国･朝鮮語学習(')は，1870-90年代のおよそ30年間にその性格の雅礎

が決定づけられた。近代日本の轆匡|･朝鮮語学11Vは，江戸時代における「交|灘｣＝)ＩＲＩ等jlz等

の交|祭・相互理解のための朝鮮語学習の教材を利用しつつ出発した。しかしそれは，次第

に朝鮮支配の手段へとその目的を変化させ，教材もまたそれに沿うものへと転換した。そ

して，朝鮮における1907年の日本語の公用語化1911年の「国語」化から1945年までの時期

には，＜①朝鮮人に対する日本語強iljll②一般の日本人による朝鮮語無視・蔑視③弊察

官・看守・教員などによる支配のための朝鮮語学習＞という三位一体ﾉ|Ⅲ造が存在した（南

相)婆「日本人の純図譜学習一朝鮮植民地化過膿に焦点をあてて－｣(2)参照)。

この植民地支配の時代における日本人のjl1'１１国・'1ﾘil鮮語学習のｲｶﾞ造は，なおさまざまな課

題をかかえつつも，今日，次のような新たな三位一体|川造へと坐本的には転換したと言え

る。すなわち，＜①朝鮮半島および日本における靴国・朝鮮語学習の自由②一般の日本

人の問での韓国・朝鮮語学習のひろがり③相互理解・協力のための学習の腱|)'１＞という

構造である。

この構造的転換は，基本的には1945年８月以後に始まったが，その過程は，そう単純なも

のではなかった。なぜなら，日本国内において，次のような問題が戦後しばらく，少なく

とも1970年代初頭まで見られたからである。①1948年に日本政府によって出された民族学

校閉鎖令による在日韓国･朝鮮人への母語教育の抑圧｡(3)②多くの一般の日本人の間での韓

国・朝鮮語に対する無視・偏見の継続。③天理大学の朝鮮学科が，日本における韓国・朝

鮮語教育のノウハウを維持し蓄穣してきたという実績を持ちながらも，悴察庁・法務省の

委託生(4)を受け入れたことに象徴される在日韓国・朝鮮人管理のための韓国，朝鮮語学習。

こうした単純ではない1945年以後の日本において，ＮＨＫによる市民むけの「ハングル

講座」の開設は，さまざまな課題を残しつつも，上述の瀧造的転換を実現するうえで決定

的な意味をもったと言える。
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この誰座の開設によってまず，①日本における韓国・朝鮮語学習へのアクセスがきわめ

て容易になった。これ以後，韓国・朝鮮語は，英語・ドイツ語・フランス語・ロシア語・

中国語・スペイン語についで，テレビやラジオのスイッチを入れると朝の食卓や夜の茶の

間に流れてくる言葉となり，学習機会が身近なところにある言語になった。

②また，この講座の開設は，在日韓国・朝鮮人にとって，民族の言葉の学習機会の拡大

をも意味した。日本政府の民族学校への抑圧政策もあって，在日韓国・朝鮮人の2世3世に

は自分たちの民族言語を使えない人がふえていたが，iiM座開設は彼らにその学習機会を提

供する意味をもった。

③さらにこれによって，轆国・朝鮮語を軽視・蔑視する傾向に変化が生まれた。予算・

決jI1:が国会の管理下にある公共放送としてのＮＨＫがこの息&座開設の主体だということ

は，’|(,Ｉ国・朝鮮語学習の価値を，日本政府も含む日本社会が認知したことを通味したから

である。

④日本の大学においてもこれ以後，朝鮮語（あるいは，il1'11国語，コリア語）科目の開設

がｺﾞﾘ伽し，1981年の国公立・私立あわせて50から，1988年国公立21私立43計64,1993年国

公立40私立75計115と急速にふえた。

⑤そして，日本人と在日赫国・ｌｌﾘ]鮮人が協力した市民mlUiにiih座開設の直接的きっかけ

があったこともあり，この洲座では内容のｲﾙ成において日本人と鰊国人・朝鮮人との相互

理解がｍ祝されてきた。これは，８０年代彼半以後にj1I1加・開設をみた大学や公民館などで

のjl1'１国・朝鮮語教育の内容にもMal1Aliを与えたと老･えられる。

⑥加えて，このiilli座は，その旨卿'1のうえにたって「『ハングル』能力検定」に見られるよ

うな，中級・上級コース開設の土台を作った。

以上のように言えるとすれば，この「ハングルii&座」の開設過程を,凋在検討することが，

上記のｵﾙ造の転換の具体的な姿をとらえることにつながる。

このような視点から私は，明治期における日本人の軸同・朝鮮語学習についての論文執

筆以後，「ハングル訓座｣の開設過程にかんする調禿枚討を当:’1ｲ者の方々からの聞き取り作

雛を含めて学習内容を重視しつつ行ってきた。そのさい，雌点をあてようとしたのは以下

の諸点であった。それは，①先行研究の調査・検討②ij&座開設を求める市民巡肋の背蚊

と経過③ＮＨＫにおける：&座開設決定にいたる経過④訓座開設決定後のＮＨＫでのＩＩＬ

ｲｌｌｌｊ⑤1984年度のiiⅡ座の内容と視聴者の反応⑥第２年度以後のll1l開を視野に入れた上で

の歴史的位禰づけ，である。そして，①～⑤についてはjIl1lIjね:ｌＩｆ実経過について知ることが

できた。しかし，訓座の成立過程を考える上で不可欠な，訓座開設以前の日本人や在日韓

国・朝鮮人の韓国・朝鮮語学習で使われていたテキストとの比較作業は，まだ未沿手にち

かい状態にあり，そのこともあって，言Ⅲ座の内容検討もきわめて不十分である。そこで，

本格的な内容検討の作業に進めるために，今回は事実経過を中心としながら部分的に内容
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検討を行う形で「研究ノート」として印刷し，諸先述のご教示を請いたいと考えた。そし
て，これを第１ステップとして，内容分析を中心とする「ハングル識座」の成立過程につ
いての論文を作成したい。

註

(1)私は1959年に韓国に生まれ,維熊政椛の｢維新体制｣=思想統制下の'Mi国教育を受けた
ので，日本に来てからも「朝鮮」「朝鮮人」「朝鮮語」という呼称には抵抗があった。そ
のことは，私が『教育学研究』第58巻第２号（1991年６月）に,1}:いた論文のタイトル「日

本人の韓国語学習」にも表れている。しかし，日本に住んでいる朝鮮籍や－部韓国籍の
人々，中国東北部「吉林省延辺朝鮮族自治州」に住んでいる「中国''11111(1,Ｍ,ｉ」のW』]で話さ
れている言語が，「朝鮮語｣と呼ばれている事実があることを知った。そして，これをも
「糠国語」という名称で包括することには無理があると考えるようになった。したがっ

て，ここでは「韓国・朝鮮語」という言葉を用いた。この名称については，私自』}の課
題として今後も検討して行きたい。たたし，植民地時代のものについては「朝鮮語」と

する。なお，引用文については，原文に従う。

(2)日本教育学会『教育学研究』第58巻第２号1991年６月

(3)小沢有作『在日朝鮮人教育論歴史筋』亜紀書房1973j7221-270ページ

(4)1954年４月，当時の弊察庁堀越教ij1i:部長の依頼によって，天理大学に修1龍期'''１１年の選
科llill度がおかれた。これにさきだつ1952年４月，委託生の制度がおかれ，I1l1j鮮語にIilf察
庁の委託生10人が入学した。同年同月28日，日本在住の韓国・朝鮮人はサンフランシス

コ条約の効力によって日本国籍を失い，法務省によって外国人登録法が公布，即日剣０１
された。天理大学は，また，1957年からは法務省公安調査庁から，1964年からは入国管

理局から委託生を受け入れた。この選科には，中国語も1954年開設されている。選科制
度が廃止される1970年までの修了生は，朝鮮語441名，中国語311名であった。この時期，
天理大学で行われた輔国・朝鮮語教育は，教材内容をも含めてどのようなものであった
のか，今後の検討課題としたい。

１．先行研究について

（１）先行研究とその特徴

私が現在知る限りにおいて，ＮＨＫ「ハングル講座」の成立過程にかんする先行研究は，

次の３点である。

①矢作勝美「『ＮＨＫに朝鮮語講座を』運動の八年」（『季刊三千里』第38号1984年５月）
②大野力「『ハングル講座』の曲折を踏まえて」（『思想の科学』第387号1984年７月）
③大村益夫「ＮＨＫ『ハングル講座』が始まるまで」
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（『早稲田大学語学教育研究所三十周年記念論文集』1992年）

３人の執筆者のうち矢作と大村は，1976年３月に作られた「ＮＨＫに朝鮮語誠座の開設

を要望する会」（以下，「要望する会」とする）の署名運動などに直接かかわった人である。

大野は運動に役員などとして直接かかわった人ではないが，彼の論文が「要望する会」の

市民運動の視点からのものだという点では，矢作･大村と共通していると言える。つまり，

これまでの先行研究はいずれも「要望する会」の視点からのものであり，ＮＨＫ内部や文

部省側からのものはまだ存在していないように見られる。

（２）先行研究の論旨

①矢作論文

「要望する会」の事務局長を勤めた矢作勝美の論文は，「要望する会」の結成以来8年間

の市民連動を経て1984年４月，「登轍馴司?ﾊﾝｸﾞﾙ訓座｣のタイトルとして韓国･朝

鮮語訓座が開設する直前に,11:かれその直後に発表された｡その主眼は，「『要望する会』の

活肋をふりかえながら，その経過をまとめておく」ことにあった。

矢作論文は，三つの先行研究の埜調をなすものなので，その諭旨を少し詳しく見ておき

たい。

(ａ）「要望する会」発足のきっかけは，『季刊三千里』誌上（第４号1975年11月発行）での

哲学者久野収と作家金達寿の対談「相互理解のための提案」であった。そこで久野は，Ｎ

ＨＫに「スペイン語があって朝鮮語がないとは，これは全然いけません」と述べ，朝鮮語

ﾛ11座の開設を要望する署名巡ｌｌＭ１を提案した。

(ｂ）この背｣jtには，この時期，日本人の問で朝鮮語認識がｉ１'はり朝鮮語を学ぼうとする日

本人がふえたことがある。また，当時の永井道雄文相もil川汕で，「世界の変化にあわせて日

本人が国際化するためには，英語は中学から勉強するのに，隣国の言莱であるＩｌｉ１１鮮語は大

阪外語大と天理大でしか教えていないといった矛)両を克服せねばならない｣と述べていた。

(ｃ)久l1f･金の対談を受けた矢作は，『季刊三千里』第５号（1976年２月発行）に「ＮＨＫに

朝鮮語｡Ⅲ座を」,l}:き，久野や中野好夫らと相淡して瞥名巡l1ibのアピール文や「ＮＨＫに朝

鮮語訓座の開設を典梨する会」という会の名称などを決めた。

(ｄ)1976年４月，署名迎肋が開始ざれ各新聞社にも協力を求めた。日本人の問題として自主

的に提起した「要望する会」の市民迦libは，個人カンパとボランティアの活肋によって行

われた。また，署名巡助と並行して朝鮮語にかんする文化向Ⅲ座を開いた。

(ｅ)1977年４月４日，38,478名分の磐名をもってＮＨＫに朝鮮語誠座の開設を要諦。ＮＨＫ

は，①新しい語学番組設満のさいには朝鮮語,i脚座を似先する②ＮＨＫの内部的条件には

問題がないが，外部的条件が予想されるので，それを解消してから誠座を開設したい③

早急に担当者をおき外部的条件の解消に努めたい，と回答した。
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(ｆ）その数日後，在日本大韓民国居禰民団（以下，「民団」とする）中央本部が「＜韓国語

訓座＞開設典頴,I};」をＮＨＫに提出。また，民団によって「ＮＨＫに軸国ij8Iili座を求める

会」（以下，「求める会」とする）が作られ，１３万人余の料名をもって「韓国,稀Ⅱ座」の早

期開設を求めた。

(9)1981年７月１日，ＮＨＫは1982年度から「朝鮮語,i111座」の|)'１設を決定したが，これが軸

国に伝わり，民団・駐日鯏司大仙lWi・'１１胴文化院．｜ll111i同放送公社などが一斉に反発。これ

に対して，ｉｌﾘ]鮮語は「古来からの半'約に生活し脈史を0Ｉ造してきた民の回ii1iをさす」もの

であり，「日本社会においては朝鮮語ということばは，歴史的・文化的・学１１ﾄﾞ丁的に使用が|('（

用化されて」いるという愈見が出，矢作もこれに同悠であった。しかし，名称問舶での妥

協点を探ろうと，「靴国･朝鮮語」「コリア語」などの提案やそれをめぐる討論が，『!'ﾘ]日新

聞』などを）|Ｉ台に行われた。そして結局，1983f１２９月21日ＮＨＫは，「アンニョンハシムニ

カ？」のタイトルによる，８４年４月からのiilli座開設を発表した。

（ｈ）これに対して，“ＮＨＫの主体性放莱，，という批判が出されたが，これに矢作も同感で

ある。すなわち，ＮＨＫが「外部の圧力に屈して左右されるということはきわめて危険」

で，それは「公共放送としての自らの使命を放棄し，言論の自由を踏みにじるもの」であ

る。そして矢作論文は，それは「番組を維持していく上でも同じである」と，論文をしめ

くくっている。つまり，番組自体も主体的なものになることは困illliであろう，と結論して

いる。

②大野論文

矢作のやや否定的な結論に対して，その２カ月後に発表された大野力の論文は，矢作iiii1i

文をふまえて呼称問liMlを前提としながら,｢ハングルi&座｣開設の歴史的な意義を強調した。

そして，「識座活用Ⅲ1lb」の可能性の追求と，そのための「現状の『ハングルii川座』が抱え

ている問題状況を知ること」の必要性を捉起した。

（ａ)大野は矢作と埜本的には同嫌の１１実認識にたちながらも，矢作が述べた日本人の間で
コスニノレ

の朝鮮語認識の高まりに－歩立ち入って，久野・金対談前年の1974年11月26日のii7i淳日に

よる『朝日新聞』への投書「ＮＨＫは朝鮮語;'１１座を開設して」に注目。この|｢ｉ投,11:が，矢
キムデジユン

作も言及している金大中拉致事件をきっかけとする日本人の韓国Ｐ朝鮮および朝１１(F語学習

への関心の高まりを背蛾としているとしつつ次のように述べている。すなわち，高投杏に

対する同年12月５日のＮＨＫ通信教育番組班部長による“国連用語を中心”の考えと，時

間確保の困難を理由とする「拒否回答」に対して，批判の投普がＮＨＫに寄せられた。ま

た，グループとしていち早くＮＨＫに朝鮮語講座を求めたのは，早稲田奉仕園内に設けら

れた「ＮＨＫに『朝鮮語講座』の開設を要望する会」であったが，ＮＨＫの回答は高の時

と変わらなかった。

（ｂ）そうしたなかで，久野･金対談をきっかけとする76年４月24日からの「要望する会」の
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署名運動が，ＮＨＫの「講座」開設に大きな役割をはたした。

(ｃ）そして，大野は，朝鮮半島の人々に日本語強制・朝鮮語禁止をした歴史をもつ日本に

おいて，公共放送機関であるＮＨＫが朝鮮語を日本人に普及しようと「訓座」を開設した

ことは，日本における－つの「歴史の転回」であると強調。

(ｄ)その上で，市民運ｉｉｉとしての「講座」開設の要望は「学習運動」「ii仙座活用迦肋」を想

定していたのだから，今後，「講座活用述動」によって「講座」を発展させることが重要だ

としている。

③大村論文

大村益夫は「要望する会」のアピールに名を連ねた40人の学者･文化人のひとりである。

「要望する会」の署名運動から16年後，「講座｣発足から８年後の時点で書かれた大村論文

は，そのねらいを，開設に至るまでの経緯とその過程における問題点を｢客観的に記録し，

整理｣することにあり，「なかば資料集と資料解説のような性格｣をもつものだとしている。

後拙のように，大村Ijiii文では72点の資料が使われているが，うち45点が矢作論文・大勝論

文では使われていなかったものである。このように資料的なIilIi値も高い大村論文は,矢作・

大野を引き継ぎながら，次の点でより踏み込んだ論述を行っている。

（ａ)1965年の日ilMil条約前後には2.3人の応募者しかなかった「朝鮮語訓習会」もあったが，

７５年ころには「会場が狭くて受iilli希望者をことわるケースもあらわれ」るほどだったこと。

（ｂ)永井文相のｊＩ川想に基く東京外国語大学での朝鮮語科復活（1977年）や富山大学での朝

鮮語･朝鮮文学科の新設(1977年)(1)など,大学における朝鮮語iiMZ開設も徐々に活発になっ

ていたこと。

（ｃ）また訓座の呼称問題について，1950年輔国政府が「朝鮮」の用語ｲ史用を禁止する通達

を出すことによって轆国社会から「朝鮮」という用語が追放されたが，ソウル大学言語学
イヒヨンポク

科教授でのちにソウル大学語学研究所長になる李il<玄鍍のように，轆国にも「朝鮮語」に賛

愈を示す学者もいたこと。

（ｄ)ＮＨＫ社会孜育部長が，1981年７月１日，ＮＨＫ放送センターに仙田10之・大江孝男・

梶井隣･塚本Ｉｌｉ伽大村益夫を呼び寄せ，「朝鮮語訓座に関する研究会」を開き，８２年４月か

ら「朝鮮語」という名称で開設することを決めたので，それへの協力を願いたいという「宣

言と依頼」を行ったこと。

（ｅ）それにもかかわらず，８２年４月開識の断念とその後の識座名変更は，ＮＨＫの主体性

放棄ではないか，と大村は批判している。

（ｆ）しかし，そのような複雑な経過で開設にいたった「ハングル訓座」ではあるが，「1阻鮮

語学習が日本の変離にかすかにでも連なりうるのではないかという期待に私は賭けたい」

と結んでいる。
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（３）先行研究で使われた資料

先行研究で使われた溢料は，次の四つにﾉＪ１)１１される。（ａ)市民述釛の当'１卜者としての体

験および見聞（ｂ）当時の日本と軸IilでのWiljlliidlⅢ1ｉｉＩｉ１Ｍ社説（ｃ）『季刊三千里』等

の雑誌の記事（ｄ）『要望する会ニュース』そのlIL'である。このうち（ｂ）－（ｄ）の文

字海料の数は78点にのぼる。それは以下のとおりでﾙ)る。ｆf料末尼の①②③の数字は，そ

れぞれ，矢作論文（①)，大野iiiiil文（②)，大村Ⅲiilii迄（③）で使われた資料であることを示

している。

＜新聞＞

Ａ・日本発行の新聞

（１）『朝日新聞』

１.高淳日：ＮＨＫはllil]鮮語;川座を'''1設して1974年11月26日②③

２.寺脇信夫：朝鮮識&座でお答え同年12月５日②

３.ＮＨＫに'|ﾘ|鮮語訓座を文化人らＷｉ名巡1ｌｉｂ1976年４月28日①②③

４.中野好夫：まず言葉から－－ＮＨＫに朝li11儲訓１座をＭ；'三５月24日①③

５.天声人語、１１年５)]2(旧③

６．「朝鮮語」に輔国反発1081イド７月７日③

７.朝鮮語訓座は見送りＮＨＫ４月の;ili:組改編1982年１月22日③

８．徐龍達：「韓国・』鯛鮮語」を統一用語に 1983Ｉ1二３月15日①③

９．大村益夫：呼称「朝鮮語」に正当性｜司年３月25日①③

１０.李度垳：「朝鮮」を拒否し「蝉」を名乗る同年４月４日①③

１１.宇田川浩：「軸国・朝鮮語」で訓座を同年４月８日①③

１２.李聖雄：「コリア語」を呼称に 同年４月９日①③

１３．「韓国」「朝鮮」を使わず同年４月21日①③

（２）『東京新聞』及び『東京タイムズ』

Ｌ永井道雄：教育の流れは変わる『東京新聞』1975年５月27日①②③

２.井手孫六：語学同1976年５月４日①②③

３.米山俊直：語学番組同同年６月11日③

４.ＮＨＫと朝鮮語講座『東京タイムズ』同年６月10日③

（３）『毎日新聞』

１.長谷川隆子：朝鮮語の講座開設を望む－編集者への手紙1976年７月８日③

２１１６井捗：「朝鮮語講座」はなぜ必要か(2) 1977年９月１日①③

３腿1際化の11ｺでｉｌﾘj鮮語か韓国語か同年12月20日③

'1．'ﾙ11'ｆ‘ﾉﾐ：１W]鮮を全体としてとらえること（上）1978年４月６日③

５．Ｎ11ＫＭＭ鏑[iiiii争やつと決着1983年９月22日③
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（４）『読売新聞』

1.ＮＨＫの24時朝鮮語か韓国語か

2.朝鮮語講座に韓国強〈反発

3.ＮＨＫ語学講座の名称に韓国は反発

4．「ハングル語講座」来春開講へ

（５）『神奈川新lill』などその他の新聞

Ｌ旗田巍：政治の次元を超えて実現を(3)

③
③
③
③

1981年４月１１日

同年７月７日

同年７月10日

1983年９月２２日

『神奈川新聞』

および『京都新聞』

『北海道新聞』

1977年９月２５日

同年10月５日①

1981年８月11日①

③
③

2.大村益夫：朝鮮語学習の必要性『北海道

（６）『統一日報』

1.韓国語講座，ＮＨＫ会長が前向き回答

2．「韓国語識座」開設を早期に

3.韓国謡Ⅲ座早期開設に全力を民団中央，ＮＨＫに要望書

４．「韓国語」開設へ署名迎動

5.青年会が街頭署名巡助

6.40万人をめざす

7.署名活助で侮辱されたこと

８ＮＨＫ韓国語訓座署名巡肋

9.10万人突破も目前

10.来週中にも15万突破

11ＮＨＫに鮴国語;Ⅱ座苫名10万人を超える

12.日本国会図Ｊ１擁11紋11も大Ｉ,|:署名

13.ＮＨＫ会長に「署名伝達」

14.民団全国団長会議開くＮＨＫあくまで「韓国語」で

１５靴国語iil座開設を．民団愛知ＮＨＫに要望

16.韓国語訓座来年４月に開訓ＮＨＫ名称は検討中

17.来年開,i川にホットする思いＮＨＫ灘国語高Ⅱ座

18.ＮＨＫ韓国語訓座の名称「アンニヨンハシムニカ」に

１９金考一：ＮＨＫ向Ⅲ座で韓国語を学ぶ

20.テレビでもウリマル学習４月から週1回

③
③
③
③

①
①
①

①
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

７
２
３
４
６
５
２
１
３
１
５
８
２
８
６
２
８
３
３
１

１
１
１
２

１
２

１
１
１

２
２
２
２
１
２

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

４
４
４
４
４
５
５
５
６
６
６
６
７
７
３
４
４
９
１
１

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

刀
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
別
冊
同
同
同
肌
同

９
９
９

９

１
１
１

１

③
③
③
③
③
③
③
③
③
③
③
③
③
③
③

Ｂ・韓国発行の新聞

（１）『東亜日報』

1.ＮＨＫｉｉ&座建訓暑契機呈呂日本｡11ﾉｮ９１靴国語iilll座
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（NHK1illl座辿誠を契機として見た日本における韓国語訓座）1976年５月４日②③

（２）『岨鮮日報』

1．「韓国語卦卦」畳「朝鮮語Z)卦」三

（｢軸国語誠座」を「朝鮮語;&座」に）1981年７月４日③

2.李度垳：「ﾉﾘ晉丑岳暫」。１２１「朝鮮語」しト

（ソウルの標準語がなぜ「朝鮮語」か）同年７月７日③

3.排日感１１Iljgl自招一一日ＮＨＫｓｌ訓座童署畳駁赴ｑ－－

（排日感Ｉ１ｌｉの自招／日本のＮＨＫのijl座名称を駁す）同年７月８日③

4.日ＮＨＫ三且韓国語,iⅡ座胃碧「韓日友好智卦智利

（日本のＮＨＫプロ韓国語3ｈ座名称「輔日友好参酌して決定｣）同年７月10日③
＜雑誌＞

Ａ、日本発行の雑誌

（１）『季刊三千里』

1.久野収・金達寿対誠：「相互理解のための提案」 ｊｉ;４号1975年11月①③

2.矢作勝美：ＮＨＫに朝鮮語ii川座を第５号1976年２月①②③

3.今田好彦：あらたな日朝文化交流第10号1977年５月①③

4.矢作勝美：六年ごしの要望第29号1982年２月①③

5.小長谷棚：もっと認撒を深めなくては館30号同年５月③

6.矢作勝美：「ＮＨＫに朝鮮語;Ⅱ座を」述助の八年第38号1984年５月①②
（２）『ちゃんそり』

1．「ＮＨＫに朝鮮語ﾎﾟﾙ座を絶対つくらせない会」を第１巻姉1号1979年９月③

２．「ＮＨＫに朝鮮語……」への反論第１巻第２号同年12月③
（３）『ばらむ（日）弓)』

1.片桐晃：逆からの第一報第66号1981年９月③

2.大村益夫：ＮＨＫへの手紙第94号1984年１月①③
(4)その他の日本発行の雑誌

Ｌ徐龍達：ＮＨＫ誠座は「韓国・朝鮮語」で『文芸春秋』1982年3月③
2.佐久間英明：ＮＨＫの朝鮮語講座放送中止について

『むくげ通信』第71号同年3月③

3.徐龍達：平和統一への一歩はまず用語から『朝日ジャーナル』同年７月23日③

4.大村益夫：「韓国・朝鮮語」は妥当か同同年８月13.20合併号③

『朝鮮研究』5.徐龍達：「韓国・朝鮮語」を統一用語に1983年1月③

6.大原照久：韓国のこころ(3)『アジア公論』同年③

7.村山俊夫：ＮＨＫ朝鮮語講座開設について『ユせ（その日まで)』２号1981年秋③
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Ｂ・桃国発行の雑誌

1・李眩馥：註号｡1斗王趙｡1sｌ利音暑外各（韓国語と朝鮮語の悲しい戦い）

『赴畳人Ⅱ±割』109号赴畳斡劃1981年９月５日③

＜『要望する会ニュース』その他＞

A，『要望する会ニュース』

1.第１号1976年８月１日①②③

2.第２号同年９月15日①②③

3.第３号同年10月15日①②③

4.第４号同年11月15日①②

5.第５号1977年１月20日②

6.第６号同年４月25日②

Ｂ・その他

1.大村益夫：朝鮮と軸国の呼称講談社『朝鮮・モンゴル』所収1983年12月③

（４）先行研究についての私の関心

３つの先行研究について，日本人のｌｌｉ１Ｉｌ国・朝鮮語学習の歴史的研究という私の視点から

は，次の諸点を明確にしたい。

①市民運動とその背景にかんして

(ａ)1975年の耐淳日投iII:の背蛾となったとされる，「朝鮮語学習熟｣の実際の状況はどんな

ものだったのか。とくに，どんな人々が，どんな教材を使い，どんな方法で学んでいたの

か。ＮＨＫにおけるii肺座開設にどんなことを期待していたのか。

(ｂ)高の投,１１:に対するＮＨＫの回答のなかに「ご希望のiili座につきましては現在いろいろ

研究をはじめておりますが」とあるが，ＮＨＫ内部での「研究」とはどんなものであった

のか。

(ｃ）「要望する会｣のアピールでも援用きれており，３つの論文いずれにおいても論及され

ている，1975年の聖心女子大学における永井文相高Ⅲ菰と永井}川想に基づく｣|〔京外国語大学

や富山大学での朝鮮語科等の設稠の背蛾はどんなものであるのか。

②ＮＨＫでの講座開設にいたる過程について

(ａ）「要望する会」が瞥名迩肋と並行して行った「文化:&座」の内容はどんなものであり，

それは;肺座開設にどんな彩郷を与えたのか。

(ｂ）「求める会」の署名述lnbの背餓にも，「要望する会」のような「韓国語」学習熱があっ

たのか。あったとすれば，学習者・教材・方法などの点で，どんなものだったのか。

(ｃ)1981年７月までに「朝鮮語,j肺座」としての開設を決める過程で，ＮＨＫ内部ではどのよ
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うな努力がされていたのか６「朝鮮語誠座」の名称によって「求める会｣側の実･翫的な要望

をどのようにクリアできると考えていたのか。

(ｄ）『朝鮮日報』などでの呼称問題にかんするキャンペーンでは，呼称だけが問題となっ

ていたのか，それとも内容上の問題も含まれていたのか。

(ｅ）「吐冒舌１４ル1ﾜﾄ？～ハングルM川座～」の名称による84年４月開扁&決定と，その準I111i過程

における訓師選定等はどのようになされたのか。また，テキストの州111iはどのようになさ

れたのか。

③「ハングル講座」の内容と視聴者の反応について

(ａ）第１年庇のテキストの内容は，どんなものだったか。

(ｂ)呼称H｣jMIllにかんする論争の決飛の仕方から内容上にどのような制約が生じたのか，生

じなかったのか。

(ｃ)視聴者の反応はどんなものだったのか。

④歴史的位置づけにかんして

(ａ）開設後の10年間に，「ハングルiib座」が実際に与えてきた影1Wはどのようなものか。

(ｂ）またこの間に，どのような内容・方法上の工夫・改善がなされてきたのか。

(ｃ)現在直面している課題，あるいは今後に残されている課鼬はどんなものか。

(ｄ）「ハングルiiiⅡ座」開設の歴史的迩義については，３つの先行研究の間で微妙に評価が

分かれているが，以上をふまえたときに，歴史的意義についてどのように考えることがで

きるだろうか。またそれは，大学や公民館などで行われている軸国・朝鮮語の学祠・教育

に，どのような示唆をしているのか。

⑤資料について

開設要望巡動の当事者であった３つの先行研究の筆者たちにとっては，実際に使われて

いたテキストなどは自明だからだろうか。これらの先行研究では，市民辿lIiOの経過と呼称

問題についての論争に資料が集中している。しかし，私は韓国生まれであり，世代的にも

この「ハングル;Ⅱ座」の成立過程を「歴史」として追体験する以外に学ぶ方法をもたない。

そこで，「ハングル;&座」成立以前の日本における，一般市民たちの韓国･朝鮮語学習の具

体的な様子を，教材･方法を含めて知ることができるための資料に，できるだけ接したい。

註

(1)私の調べでは，1978年である６

(2)『季刊三千里』第12号1977年11月に再録

(3)同上
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2．講座開設を求める市民運動とその背景について-1974～76年一一一

（１）高淳日による『朝日新聞』への投書とその背景

①高淳日による『朝日新聞』への投書「ＮＨＫは朝鮮語講座を開設して」

大野論文・大村論文にあるように，ＮＨＫに朝鮮語訓座の開設を公けに求めた最初の人
ゴスニル

は，在日朝鮮人の高淳日であった。すなわち，1974年11月26日付『朝日新聞』に，高の投

書「ＮＨＫは朝鮮語講座を開設して」が褐ilihされた。全文は次のとおりである。

「ＮＨＫは朝鮮語

誹座を開設して

東京都高淳日

（会社役員４６戯）

朝鮮と日本は一衣帯水の間柄である。だが日本人は『朝鮮』についてどれほど知って

いるのか。

明治以降，日本人の目は西欧に向いても隙国朝鮮については侵略の目でしか見なかっ

た。今日でも南朝鮮への経済的侵略には熱心だが，朝鮮文化を理解する点では全く熱意

がないといっても過言ではなかろう。日本の大学に朝鮮語のﾊﾙ座のあるのは虫めがねで

さがさねばならないほどである。そこで私はＮＨＫに『朝鮮語』訓座の開設を提言した

い。

地近の朝鮮語を学ぼうとする機運のif7iまりをＮＨＫはご存知ないわけではなかろう

が，西欧語に比べて番組Ｉ川成の面でアジア語のiilIi座にはウエートがかかっていないのは

明らかだ。ｌＭｌｉ後のＮＨＫの歩みの中でみるとき，『中国語』きえもが，ごく最近;川座が開

かれたにすぎない。日本人が『アジアの中の日本』を考えるためにも今こそ地も近い隣

国の言莱『朝鮮語』の学習普及に力を入れるべきではないか。’'1,旧問題の襖雑な様相の

中で右往左往の思考をくり返す前にもっと『朝鮮』を研究してほしい。日本には六十万

以上の在日『朔鮮・韓国人』のいる事実も考えるべきだと思う。」

②高投書の論点

この高投,１１:の論点は自明ともiirえるが，あえて整理すれば,次のように言えるだろう。

（ａ)明治以降の日本の1剛1Fへの関心は，軍:17.経済面などにｲiiiiり，文化理解の点で弱かっ

た。

（ｂ)文化理解への不熱心さは，朝鮮への役略的見方を助長した。

（ｃ)地近日本では朝鮮語を学ぶ機運が両まっている。

（ｄ）しかし，日本の公共放送であるＮＨＫの語学番組では，西欧語(而菰．アジア語軽視

が続いている。

（ｅ）「アジアの中の日本」を自党し，そのあり方を考えていくためには，隣国である朝

鮮にかんする研究とその言莱である朝鮮語の学習が重要であり，そのための場をＮＨＫ
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が提供すべきである。

(ｆ）それはまた，日本に住む60万人以上の11ﾘ|鮮人の朝鮮語学習にも秋極的なJ戯iliiを持つ。

ここには，近代日本におけるI|ﾘI鮴文化１脚８，およびそれと性略的見方との関係，７０年

代日本での1騨国･朝鮮語学習の機迎のたかまり，「アジアの中の日本」の自覚にとって重

要な韓国・朝臘鮮研究や郷国・朝鮮語学習との1｣Ｍ１係，在日Ｉｌ１ＩＩｌ:国・朝鮮人の軸国・朝鮮語学

習とＮＨＫ訓座との関係など，「ハングルⅢIlli座｣成立過程を考えるうえでの韮本問題がほ

ぼ出そろっていると,思われる。

③高淳日にそくした投醤の背景

高の役,１１:の背蛾を知るために，高自身について述べておきたい｡(1)

1928年ブ済州島に生まれた高淳日は，1930年3才のときに仏土にjllLれられて，先に大|坂に

来ていた父のもとで青少年期を送った。

大阪での小学校･旧Hill中学校時代（1934-45年）に受けた教育は，言うまでもなく日本

語による日本の教Yj:であり，学校でﾘﾘl1Wli詔を学ぶことはなかった。’１]学校での漢文の授

業の時に「秒1文の本は家にもある」ことを恐い出し，家にllillって'|ﾘｌ１ｉ偏‘の『千字文』を

探し出した。家ではiliij）Aやｵﾘ111,1たちが朝鮮語で話すのをllIIいていたので，Ｌ｢には`ｌＩｉｌれて

いたが読み,11:きはできなかった｡したがって，ハングルのルビが入った肛千字文』は読

むことができなかった。その頃，漢文の素漣のある叔父から「朝鮮語を勉強しなければ

ならない」と言われたことが，今も心に強く賎っていると言う。

戦後の1952年24才で東京に出たが，上京してからも朝鮮語を学ぶ|幾会には忠まれな

かった。在日朝鮮人の多くがそうであったように，朝鮮語学習の必要性は感じながらも

生活に追われていたからである。

一方，li1Ii後の日本社会において，朝鮮や朝鮮人にたいする理解は依然として乏しかっ

た。政治的問題や日本企業の軸国への進出問題などに，日本人の関心は限られていた。

そんななかで，1972年，ＮＨＫの渋谷移転を把え，渋谷に焼肉中心の''111鮴料理店「くじゃ

く亭」を開いた。店には，ＮＨＫの幹部やディレクターたちも再々訪れるようになり，

ＮＨＫの関係者に会うたびに，高はＮＨＫの朝鮮語:Ⅱ座の必要性をｊｌ,いた。

こういう状況の中で，1973年ごろ，「くじゃく亭｣で｢朝鮮語誠習会｣を開くことになっ

た。当時，ＮＨＫ国際局アジア語部の朝鮮語班で朝鮮語放送を担当しており，後に「ハ
キムユホン

ングノレ講座」の開設時にゲストとなる金裕鴻が，Ｉi川師を勤めた。訓習会は毎週日曜日，

半年間続けられた。参加者は，日本人と在日朝鮮人30名程度であった。そのなかには，

当時ＮＨＫに勤務しており，後に「ハングルiｉｆ座」開設時にディレクターとなった永沢

昭道もいた。また，古代史に関心を持つ作家豊田有恒や画家戸井昌造，労IIib組合の幹部

たち，在日朝鮮人が参加した。学習者の間で好評だったこの「朝鮮語訓習会」は，次第

にＮＨＫの幹部やディレクターの間でも意識されるようになった。
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高自身によれば，この「くじゃく亭」主催の「朝鮮語訓習会」の経験が,７４年の高の

『朝日新聞』への投書につながったと言う。その後，1976年からほぼ毎月高はミニコミ

誌『くじゃくj'ｊＩ:iln信』を発行し，日本人に朝鮮文化などを紹介した。『くじゃく亭通信』

は多くの読者から「有益でおもしろい。続けて発行して送ってほしい」と言われ，店の

顧客を中心に最盛期一千部を発行した。このような「くじゃく亭」での「朝鮮語訓習会」

や，第48号まで続けられた『くじゃく亭通信』による朝鮮文化普及が，のちの署名巡動

にリンクして行った。

④1974年前後の韓国・朝鮮語学習サークルの隆盛

「蚊近の朝鮮語を学ぼうとする機運の高まりをＮＨＫはご存知ないわけではなかろう

が」というＭｌｊの投,'|:の一節は，「くじゃく亭」での「朝鮮語iil習会」を強く意撤したもの

であった。しかし同時に，この他にも多くの繊国・朝鮮語学習サークルのあることが，

高の視野には入っていた。

ＮＨＫに「訓座」開設を求める署名巡lilI)がはじまる74年までに発足した韓国・朝鮮語

学習サークルは，『季刊三千里』誌上などの紹介によれば，次のようなものがあった。

（ａ）日朝協会東京都連合会：1962年はじめて|瀧川。当時の吊脳師は，在日朝鮮人であっ

た｡(2)

（ｂ)火洋文)'1(ユネスコ東アジア文化研究センター：1963年(８月５日-9月５日）と1970年(７

月20日-8月29日）の2回にわたって訓習会を開いている。，illlNiiは，６３年に河I!}六郎･梅田

119之・大江挙り」・末長貞子・朴,u,根，７０年に大谷森M峰李:|馴枚・李ｌｉｉｌ起であった｡(3)

（ｃ)朝鮮語市民iiⅡ座：1963年開,ili・大阪外国ⅡＩＦ大学の朝!i(11語学科の逆立時，同大学にjlillj

任した塚本ｊ１ｌ１によって始められた｡(4)

（ｄ）日本朝鮮研究所：1963年開ii&。ｉ０級は迦２回，中級は週1回。計１１師は，在日朝｣111:人・

梶村秀樹・大村溢夫・梶井砂・菅野裕臣らであった｡(5)

（ｅ）日韓親和会：1967年開iil。訓師は，後のＮＨＫ「ハングル;Ⅱ座」開設時のテレビゲ

ストとなる金〕|〔俊であった。翌68年，中級訓座が開,iⅡされ，初級を金裕ij0が，中級を金

j爬俊が担当した｡(6)

（ｆ)現代語学塾：1970年10月，金蛸老公判対莱委員会･が開訓した。訓師は，大村益夫が

担当した｡(7)

（９）むくげの会：神戸にある日本人の朝鮮研究グループ「差別抑圧研究会」が発鵬的に

解消して作られた同会は，1971年，岨鮮語,illj座を開ijlした｡(8)

（ｈ)jlL村山朝鮮問旭研究会：1973年，朝鮮語訓座を開高Ⅱ｡(9)

（ｉ）早';i:田/|章仕''１１１内アジア語学:肱座：1973年，朝鮮謡Ⅱ座開,jlIo('０）

（ｊ）神奈川大学「自主訓座朝鮮論」：大学内の民主化闘争のなかで作られた「自主講座朝

鮮論」が，1974年，朝鮮語iilI座を開局Ⅱした｡('1）
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(ｋ）日本と朝鮮を考えていく会：1974年，信州大学内に「朝鮮映画を見る会｣が作られ，

朝鮮語i脈座も開識した。週2回｡('2）

（１）朝日カルチャーセンター：1974年「朝鮮語iil座」開訓。週2回。Ｍｉ隊時の訓師は，金

裕鴻・菅野裕臣であった｡('3）

こうした市民レベルでの自主的なＩＩｉ倣国・'明1i11Ml学習のﾘﾐ態について，そこでのii川師・

学習者・教材・学習方法などを含む詳細なIhl賑|疲討については，今後の謝し腿としたい。

（２）ＮＨＫの回答とＮＨＫ内部での「研究」の歴史

①ＮＨＫ寺脇信夫通信教育番細111部長の回答

高の投１１１:から９日後の12月５日，『'|ﾘ]日新'''１』に、化孜fj霞i１ﾄﾞﾙI1JlE川と゛寺脇信夫の「朝鮮

語訓座でお答え」がlい'&された。

nlil1ﾙﾄﾞ語,ｉｌ座でお答え

NHKjIIilljil教Tj;柵illjllH(1)ｋ

寺脇llii夫

十一月二十六日付の本lMl『ＮＩＩＫはIIilllWh,:iiⅡ座を|)|｣設して』についておｲﾙﾄﾞえします。

ＮＨＫは現在，テレビ・ラジオ合わせて過五＋時間余りを語学祷組にあて，国jllL公用

語を中心に実施しております。

語学番組については，それぞれのお立場から数多くの外国語についての放送希望をい

ただいておりますが，限られた放送時間でこれ以上｣Mやすことは大変困ｌ１ＭＩｉな状況にJ'，り

ます。ご希望の鳥Ⅱ座につきましては現在いろいろ研究を始めておりますが，まだ実施に

ついての確実な見通しはございません。

申すまでもなく極どもは，国|祭理IilVと平和実現のために語学番組がより￣Ⅳi役立つよ

うにと絶えず努力を続けておりますので，今後ともご理解あるご支扱をお願い申し上げ

ます｡」

ＮＨＫを代表したこの寺脇の回答について，大野論文は「拒否回答」と述べているが，

必ずしもそう言い切れないのではないだろうか。寺脇回答の論旨を整理すれば，次のよう

になる。

(ａ)ＮＨＫの語学番組編成の基本は国連公用語中心である。

(ｂ)放送時間の総枠との関係で一般的に言えば，これ以上の増加は困難である。

(ｃ)朝鮮語講座については，「現在いろいろ研究を始めて｣いるが，「実施の確実な見通し」

はまだない。

(ｄ）「国際理解と平和実現」の方向で「努力を続けて」いるので，「ご〕i1IL解あるご支援」を

頼む。

結論だけを見れば，もちろん大野論文の言うように「実施についての確実な見通しはま
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だございません｣＝開設は決定できない＝「拒否」とも言える。しかし，「現在いろいろ研

究を始めております」とは，どんなことを意味していたのか？そして「実施についての確

実な見通し」が立たないという理由は何だったのだろうか？その理由がクリアできれば，

「実施についての確実な見通し」が立つので「今後ともご理解あるご支援」をたのむと読

むことも可能ではないだろうか？これらの点についての検討が必要と思われる。

②ＮＨＫ内部での韓国。朝鮮語講座開設にかんする検討の経緯

寺脇回答が言う「現在いろいろ研究を始めてい」ることにかんして，これを含めると少

なくとも過去３回の検討がＮＨＫ内部でなされていたと考えられる。

（ａ）1964年の時期

1981年７月15日付『統一日報』「『韓国語』か『朝鮮語』か」によれば，「このＮＨＫ鰊国

語識座開設問題は，一九六四年から『鰊国語』か『朝鮮語』か，決定のないまま今日まで

のびのびになってきた」としている。また，同月24日付の同新聞「講座名称『朝鮮語』で

なく」にも，「ＮＨＫの繊国識川座開設の11iきは一九六四年以来のことであるが，この間『鰊

国語』にするか，『jliU鮮語』にするかという名称問題でＮＨＫ内でも意見が対立，統一見解

が図られないまま，十六年もの間開設がのびのびになってきた」と述べられている。これ

についての詳しいことは，いまのところわからない。しかし，ＮＨＫ国際局ラジオジャパ

ンでは1960年４月から海外むけの朝鮮語放送をはじめており，後にくじゃく亭での｢朝鮮語

ii川習会」のiilli師や「ハングルiilli座」１１１１設時のゲストとなる金裕鴻も1963年４月からそれを担

当していた。また，1961年からはその朝鮮語放送で塚本仙齢Ⅱ帥に「日本語の手ぴき」と

いう日本語;肺座を開設した。そのノウハウを卿)'とに，日本国内むけ放送での朝鮮譜iil歴開

設も検討されていたのではないかと思われる。しかしそれが実現しなかった班由は「朝鮮

語」にしたいというＮＨＫの意向と，「1雛国語」にすべきだという民団などの要求との不一

致であったことが示唆されている。

（ｂ）1970年の時期

もう一つは1970年である。『季刊三千里』第10号（1977年５月）に職った今田好彦「あら

たな日朝文化交流」によると，1970年当時のＮＨＫ会長・古垣欽郎は，次のような考えを

もっていた。

「これまでの日本人の語学にかんする感覚は，先進国からものを学ぶための手段として

の語学である。ことばというものはそういうものではない。ホⅡ互]'11ｶVを促進するもので

あろう。そうすれば，これまでの語学識座というものは考え直さなければならない｡｣('4）

そして，そのような観点に立つならばまず朝鮮半島の言莱が取り上げられるべきだとし

て，その時の坂本朝一放送総局長と堀四志男教育局長らが｢朝鮮語訓座」開設を検討した。

しかし，ＮＨＫの「内部の陳害」と「外部の障害」にぶつかり断念したという｡('5）

（ｃ）1974年
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そして，第3回目が1974年である。1984年４月の「ハングル,jlli座」１Ｍ設時にディレクター

であった永沢昭道によれば，「1974年からＮＨＫ内部で誹座開設を検討した」という。この

永沢の証言の「1974年」は，高の投,11:に対する寺１１伽の剛芋の時期と同じ時期である。

③「朝鮮語講座」開設における「外部の障害」と「内部の障害」

それでは，1970年の訓座開設断念の理由となった「外部の陀害」と「内部の障害」とは

何であろうか。

「外部の障害」とは，呼称問題であったと考えてようだろう。上記の『統一日報』記事

や永沢も，訓座開設を|欠討しながら出来なかったのは，「名称問魍｣が解決できなかったか

らだと述べている。また，今田は「あらたな日'１i月文化交流」で，ＮＨＫの言う外部のllllf害

とは「朝鮮をめぐる日本の状況ということだと，Ｗ(は'''111Wした｣('6)と，述べている。

一方，「内部の肺害」とは，１，Ⅱ座ｌＩＩｌ没にふみきった場合の受ＭＩＩ者数にかんする不安･危供

ではないかと思われる。それは，次のような高の証言から推測される。

高によれば，７４年12月の寺'１１１１回答に対して，多くの批|;UがＮＨＫにHfせられた。そして，

それに鮒いた寺脇が何回か商を訪jrした。そのさい，寺lllH1は，「ＮＨＫに'|ﾘI鮮語iil座を開設す

るのはそれほどむずかしいことではないが，開設された1Mj合にテキストがどのぐらい売れ

るかそれが心配だ」と言ったという。

④寺脇回答の含蓄

高の投,11:以前，二度以上にわたるＮＨＫ内部での「'|ﾘj鮮語訓座」開設の努遙力とそのlWi念，

そして断念の理由が「外部のＩｊｌｉｆ害｣＝呼称問MIIと「内部の陣害｣＝受,jI1j者数への不安にあっ

たと適えるならば，寺脇回答について次のように言えるのではないだろうか。

（ａ)訓座の呼称問題と受ijl台Rjr数の問題が解決されれば，ＮＨＫとしてはいつでも「朝鮮語

講座」を開設する愈志がある。

（ｂ）しかし74年末現在，その二つの「障害」解決の見通しが立っていないので，いつから

開設するという答はできない。

（ｃ）この雌問を解決するための，世論の高揚を含めた環塊づくりの支援がほしい。

即時開設にかんする寺脇回答の結論は，たしかに「拒否回答」ではある。しかし，その

「拒否回答」には，このような含蓄があったとも言えるのではないだろうか。

（３）永井道雄文部大臣の“朝鮮語教育の必要Ｉ性”発言一一環境整備（その１）

①永井講演とその報道

“ＮＨＫは講座開設の意志をもっている。言附座開設にふみきれる環境整備，援誰射撃を

してほしい，,。寺脇回答の真意を，このように読むことができるとすれば，その1M境整備の

一つが，現職文部大臣永井道雄の"朝鮮語教育の必要'住，，にかんする発言とその報道であっ

た。高と寺脇との『朝日新聞』でのやりとりから半年後の75年５月27日，『読売新聞』は次
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のように伝えた。

「『教育の流れは変わる…』永井文相，聖心女子大で高附演

永井文相は二十六日，東京･広尾の聖心女子大で『教育の流れは変わる』と題して講演。

人口増大，資源ナショナリズム，食枇生産の停滞，環境破壊などの中で地球全体の価値

観が変わろうとしている時，教育は変わるし，変わらねばならないと“予言，，した。…

永井さんは『教育が独走して変わるものではなく，まず経済が変わり，政治が変わり，

文化現象全体に広がる。教育もその中で変わる』と，石油ショックなどを例に，いまが

’伝換期であることを強iiMlo

世界の変化にあわせて日本人が国際化するためには，英語は中学から勉強するのに，

隣国の言葉である朝鮮語は大阪外語大と天理大でしか教えていないといった矛盾を克服

せねばならないと語った…｡」

②永井文相と「文明問題懇談会」での騨国。朝鮮語，韓国。朝鮮文化重視の討論

この永井文相による|jAii国語＝'|','1国・朝鮮語重視の発言には，永井道雄個人の考えととも

に，永井を文部大臣にした当時の日本の状況も反ｌ映していると考えられる。

1974年11月26日，日中国交回復を実現する一方，強引な手法で「日本列Ｉ的改造」をすす

めた田中角栄首相が｢金脈｣問題て､iii辛意を表明。１２月９日，「クリーン」「ハト派」を看板に，

歴代自民党政ｵ脈とは異なるイメージで三木武夫内閣が発足した｡その三木内閣の一つの｢目

玉」が，「京都大学教授」「朝日新聞iMi説委11」の経歴をもつ「民間人」永井道雄の文部大

臣への登用であった。

高投!'|:と寺脇回答が『朝日新聞』に,|i１２つた74年11月26日と12月５日には，その『朝日新聞』

の諭説委員だった永井は，後に次のように回想している。

「文部大臣をつとめていたとき，心から願っていたことの一つは，隣国に住むili9鮴半島

の人々と，子々孫々の時代まで，対等に，また平和的に協力することを日本人に教える

教育を砒立することであった｡｣('7）

彼は文相就任2カ月後の1975年２月24日，文部大臣の諮問機関として「文明問題ﾙﾙ談会」

を組ポル発足させた。自らも出席して同年４月から翌76年４月まで毎月行われたこの「懇談

会」の第１回会合には三木首相も出席して，次のようにあいさつした。

「永井文部大臣が，教育・文化を考えるに当たっては，基本にさかのぼって文明という

ものを考えてみる必要がある，そういう基本的に腰を落ち芯けて教育問題を考えて見よ

うという態度をとられていることに私も敬愈を表するものでございます｡｣('8）

永井も，「私は次の時代の日本が，すぐれた文明をもつことを祈っています。日本と日本

人は世界に貢献するi1t重なメンバーとならなければなりません。…本懇談会から，その先

見j住が生まれることを信じております｣('９)と，懇談会への期待をあいさつで述べた。

「懇談会」の委員には，桑原武夫会長をはじめ，梅原猛・貝｣茨茂樹・林屋辰三郎・松田
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道雄ら永井の京都大学時代の人脈と見られる人々や，都留重人・市井三郎などのリベラル

な市民社会研究者が多く就任した。そして，永井によれば，「そこで，とりあげられたこと

の一つが，日本人は，これまでのように，西洋の学術，教育，文化に関心をもつだけでな

く，アジアのそれについても，関心をもち，これについて学ぶことが必要である｣(20)という

ことであった。

すなわち，７５年９月20日の第６回「懇談会」のテーマに「アジアと日本」が設定された。

そこでは，日本人のアジア認識の乏しさや近隣アジア諸国を)鵬祝してきたことの'１｣｣鼬が指

摘され，これからはもっとアジア諸国の人々との交流が愈視されるべきとの逝見が出た。

そのなかで，貝塚は，「日本人の明治以前のアジアのliM念があるとすると唐・天竺でしよ。

つまり中国とインド。それ以外はほとんど全部抜けているんじゃないでしょうかね｣(２１)と

発言。それと関連して，アメリカ・コロンビア大学教授で「懇談会」の(li門委11のドナル

ド．キーンが，「日本全国に，－稀近い外国の1ill究ができる入学は二つしかありません｣(22）

と５月の永井発言と同趣旨の批判をしつつ，「１１ﾘ]鮮語とか,|Ⅱ]鮮文化野，朝鮮のすべてのこと

がアジアのなかにどうしても入らなければならない｣(23)と，ｉ11,ｆ国・朝鮮,i闇や''1(1国ＭｌｉＩ１ﾄﾞ文化

等の研究の必要性を強調した。

③永井文相による大学における韓国。朝鮮語講座設置の推進

このキーン発言に関連して，私立大学における朝鮮識１１１h座等への助成を始めたと，永井

文相は次のように述べた。すなわち，７５年７月11日に成立した私学振興助成法によって設舸

きれた私学振興財団の審誠会を通じて，文部省の指j1jlLによる私学への助成金援助が始まっ

た｡そしてそこでは,「大学で朝鮮語その他国立大学で今まであまりやっていなかったもの」

を私立大学でやるとそこに助成金を出すことになった｡(24）

永井の輔国・朝鮮語重視政策は肌私立大学にとどまらなかったようである。大村論文に

よれば，永井の在任中，文部省が東京外国語大学に「学科新設の申i;Ｉ１ｊＩ１Ｉ:を速やかに提出す

るよう指示｣(25)したとされている。７６年２月に「朝鮮語科設伍準備委員会」が東京外国語大

学に設置され,５月26日には同大学の教授会において朝鮮語科を新設するための慨j):要求が

決まった｡(26)そして77年４月，東京外国語大学に朝鮮語科が設冠された。それは，1927年の

東京外国語学校朝鮮語科廃止から50年後のことであった.また，その翌年の78年４月には，

富山大学に「朝鮮語・朝鮮文学コース」が新設言れた。

永井は，後に次のように回想している｡

「私が文部大臣に就任した当初は，日本の国立大学約八○のうち，朝鮮半島の言語の講

座を開いていたのは，大阪外国語大学だけであった。私立の大学で教えているところも

少なかった。

日本人として恥かしいだけではなく，将来，一層，朝鮮半島の人々との協力が必要に

なってゆくとき，その言語と文化を理解する日本人が少ないことは，日本の国益にも反
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する。この言語を教える大学には，国立，公立，私立の別を問わず文部省の力を貸すべ

きであると私は述べた。幸いに，国立の東京外国語大学や南山大学でも教えるようにな

り，また，私立で教えるところも，いまや二十数校に達した｡｣(27）

1977年の東京外国語大学朝鮮語科新設については，もちろん永井文相の「朝鮮語講座」

促巡発言だけによるものではなかったであろう。当時の坂本是忠学長や同大学アジアアフ

リカ言語文化研究所（以下，「東京外語大ＡＡ研」とする）の朝鮮語担当教官梅田↑'Ｉ之･大

江孝男らの秋極的な役割も大きかったと考えられる。この点については，開設前年の２月に

設iViされた「朝鮮語科設置準備委員会」での検討経過も含めて，今後の課題としたい。

（４）久野収｡金達寿対談「相互理解のための提案」と市民の支持一一環境整備（その２）

永井文相の発言の半年後，『季刊三千里』第４号（1975年11月）に，哲学者久野収と在日
キムタルス

朝鮮人作家金達寿の対談｢相互理解のための提案｣が,liliった゜そこで久野は，「朝鮮人のみ

なさんと協力して，ＮＨＫに!'ﾘ1鮮１１冊,i１１１座をおくようj11illil)を起こしましょう｣(28)と提推した。

①『季刊三千里』における金達寿との対談の企画とその意図
キムタルスパクキコンシクリジンヒ

対談の舞台となった『季刊三千里』は，1975年２月に金達寿･朴腿｜１１１１･李進煕らの在日総

国・朝鮮人文化人によって，次の目的のためにｉｉＩ刊された。

「まだ『近くて迎い国』の関係にある…朝鮮と日本との…間の理１V<と辿`lIfとをはかるた

めの一つの橋を…実現するために，在日同胞の文学者や研究者たちとの輪をひろげ…日

本の多くの文学者や研究者とのきずなをつよめて行きたい｡｣(29）

そして，日本の文学者・研究者とのきずなをつよめる具体的な企画の一つが，金達寿と

日本人文化人との対談であった。金は，1970年１月から雑誌『,思想の科学』に「仙鮮辿跡の

旅」を連''１%し，朝鮮文化と日本文化との関係を日本各地の神社などにそくして提起してい

た。その連ilihは同年から『日本の中の朝鮮文化』として次々と刊行され，「世界文化史的視

点」「東アジア文化史的視点」をもったものとして｢画期的に新しい」と評価されていた｡(３０）

そのことが，金対談シリーズの企画につながったと考えられる。

創刊号以来，都合7回行われた対談は，次のとおりであった。

キムジハ

創刊号1975年２月対談者.111)見俊輔「激』肋が生みだすもの」特集：金芝河

第２号同年５月中野好夫「ナショナリズムについて」特』§：朝鮮と『昭和五十年』

第３号同年8月司馬遼太郎「反省の歴史と文化」 特』|と：江華島小件百年

第４号同年11月久野収「相互理Ｉ'１１のための提莱」特集：日本人にとっての

朝鮮

第５号1976年2月野間宏「朝鮮文学の可能性」 特処：現代の朝鮮文学

第６号同年５月日高六郎「体制と市民巡釛」 特ｊｌ１：今日の日本と韓国
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第７号同年8月和歌i1llﾐ太郎「日１W]関係史の見両し」特jl2：古代日本と朝鮮

この一連の対談における関,Ｍ１のひとつは，！'W<国の民主化巡励であった。鯛見俊'ﾄﾞｌｉは韓

国の民主化闘争で捕えられた詩人「金芝河らをたすける会」発起人の一人であり，日高六

郎は「金芝河らをたすける国際委只会代表団」団長として，ＩＩＬ界各国から１１きめた1万7千人

の署名をもって韓国に行き，維熊大統領にＩｉｌＨ放の公開,'|櫛を送っていた｡(型)韓国の民主

化運1肋とその(｝し徴的存在であった金芝河らの政治犯W(放への関心を切り口として，市民社

会づくりをめざした市民レベルでの日本とjli胴・ｌＩｉｌ]鮴とのIlMIV協力を進めたいというＩｌｎい

が，対談の基刷Mにあったと察せられR,。

また，「ナショナリズムについて」「反椅の歴史と文化」「日iii月関係史の見直し｣に見られ

るように，ｌ１１ｌｉリリ)とらえＩ''１しかもう一つ(ﾉ)|Ⅲ心でル,た。

そして，「ﾎｌｌ互理１Ｗのための提堆」と「ｌＩｉｌ１鮴文学の可illii性」は，民ﾙﾋﾞ§のHjli｢生活のレベル

での相互｣111W(の可能,性を探るものであったと旨えよう。

②「民衆の間での連帯」と朝鮮料理の普及および韓国。朝鮮語学習の必要性

（ａ）「民衆の間での述'１W」と朝1W(:料理の?↑及

久野と金は，対談のなかでまず，日本でのilﾘ)鮮料理の呰及に''1''|t国・}|ﾘ]鮮人と日本人の民

衆の間で，日常生活レベルにおける相互迎解の可能`性が育まれていると述べている。

久野…日本で朝鮮料理を食べてみておいしいと思っているのは，IIilj緋のIi間君だけじゃ

なしに，日本人の数も相当多いのと述いますか。

金ええ，それは戦後の一つの〕''１〔命的なことなんだと僕は思うんですが，朝鮮料理店

というのがこんなに普及するとは思わなかったんです…。

久､ｆそういう点にね，たいへん希望が持てるような気がするんです…。

…林家三平が，焼肉の東海苑とかいってやっているでしょう，テレビで。「皆さん

いらっしゃい，焼肉の東海苑，おいしいですよ」とかいっている。こりやいいこ

とだなあと思いましてね。以前とはずいぶんちがってきましたね。

金…地方を歩いて小さな町に行ってもあるんですよ。ドライブインなんかでも「焼

肉」という看板をかけているのがあるんですよね。

久野革命的変化だなあ，これは。こういうところから，僕はね，民衆の間の連帯とい

うか，ナショナリズムを越えうるなＩこかが出てくるんだと思うんですよ…。

ここで，政治的なレバルでの交流と言うよりも，日常生活に根ざしたいわば“胃袋のレ

ベルでの民衆同士の連帯，，に，「ナショナリズムを越えうる」「民衆の間の連帯」への発展

の可能性があるとしていることが特徴的である。

（ｂ）「民衆の間の連帯」のための韓国・朝鮮語学習

そのうえで，久野は,「民衆の間の連帯｣の可能性を現実化するために言葉の重要性を指
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摘した。そして，「言葉が少しでも通じるようになると，相手の国と人々に深い親近感がう

まれます｣と述べつつ，「朝鮮人のみなさんと協力して，ＮＨＫに朝鮮語訓座をおくよう運

動を起こしましょう」と，講座開設運動を提起した。

これに，「大賛成です」「若い人たちの間では朝鮮語を学ぶ人が近年ふえています」と，

金が応じた。そして久野が,「若い人たちが朝鮮料理をたべ,朝鮮語をしゃべるということ，

これは画期的ですね」と評価しつつ，「ぜひともやりましょう」と，再度その運動への意欲

を示した。

軸国・朝鮮語学習の必要性については，中野･金対談のなかで，「最近も『東亜日報』を

とってるのですが，残念ながらよくわからない｣(32)｢私などはしゃべれなくとも，せめて読

むことができたらと思う｣(33)と，中野が述べていたが，久野･金対談はこれを受けつつそこ

から－歩踏み込んで講座開設巡助を提起したと言えるｄ

（ｃ）日本人の軸国・朝鮮語学習の歴史をふりかえる

この久野と金の合懲は，近代とくに植民地時代以後における日本民:噸の韓国・朝鮮語学

習にたし､する無関心の歴史を踏まえたものであった。

すなわち，「戦前権力側が朝鮮を支配するために顕やり,f察関係｡者は真剣に学んだ｣と金が

述べたのにたいして,「権力Ｉｌ１Ｉがやったことが…'i11iljiiにIIilj1I11ﾄﾞ語を学ぶことをわれわれから遮

断した理由でもあつ」たと，久蝋は応じた。つまり，支Iilnlのための朝鮮語学習と民衆の間

での朝鮮語への無関心・艇視が一体であったことが語られた。

また，ｎｉｉ１ｉ後でも，自衛隊員のなかには朝鮮語のできるのが…二千人くらい｣いると金は

指摘した。それに他方では，「朝鮮語の辞典が原稿はできているのに出版できない｣状況が

あり，それは「われわれとみなきんとの間の交流関係を非常にiM他にしている結果」だと

久野が述べた。つまり，戦後もその柵造が変わりきってはいないという認識が示されたと

言える。

そして，「民衆のほうでも自衛隊に負けないくらいやってくれると，'１川鮮に対する理解が

それだけ深くなる」と，金が述べ，交流・相互理解にとって言災の学習がもつなＩ床が再確

認された。

③「提案」に対する市民の支持

久野・金対談での提案については，次の対談者の日高との間でも話題となった。すなわ

ち，日高は，』〔京大学文学部助手時代に朝鮮語・朝鮮文学科とロシア語・ロシア文学科の

設ii'iを学部長に提案したが採用されなかった自分の経験を話し，提栞への共感を示した。

同時に，読者からも「提案」にたいする強い支持の意見が寄せられた。『携刊三千里』第

５号・節6号の「おんどるばん」ll1lIに，次のものが紹介された。

「私も数年前に朝鮮語独習を志しましたが挫折し，その後，新潟市の日朝協会に助けを

求めたところ，受訓者が集まり次第開講しますという返二ｌｌをいただいて三年が経過しま
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した。それでいまだにハングルなどまったく読めずというありさまです。そんな折，初

めは苦しまぎれからどうしてＮＨＫでやらないのだろうかという疑問が生じ，やがて考

えれば考えるほど奇妙な現象だと悟りました。ｌｌｌＩｉ氏の捉莱が大きな迎助になることを祈

ります。（新潟県・孜貝)｣(３４）

「久野収氏と金達寿氏との対談のなかに,『ＮＨＫに''19鮴i1/f,Illi座をおくよう迎釛を起こし

ましょうや』という話がありましたが，実は私も二年ほどljijから朝鮮語を勉強していま

して，ＮＨＫが放送でやってくれたら大変助かるのにと思うことがたびたびあります。

私の周囲にも，朝鮮語の勉強をはじめる人が近年ふえております。大きな１Ｍ)を起こ

し，ぜひ放送を実現させたいものです。（神戸市・ＮＨＫｌＭｆ)｣(35）

「『ＮＨＫに朝鮮識Ⅱ座をおくよう迎」肋を起こそう』という久111F氏の捉錐が，大きな反Wlll

を呼んでいるという記耶を読み，うれしさでいっぱいです。

署名巡助を起こすための#LI1Iliが進められているとのこと，ぜひその災jILにわたしも参

加させていただきたいと思いｔす。ノ1W名用紙ができましたらぜひ送ってﾄﾞさい。友人，

知人にひろく訴えていきたいと思います。（埼玉県・店川｣(36）

（５）「ＮＨＫに朝鮮語講座の開設を要望する会」の発足一一一環境整備（その３）

①矢作勝美論文「ＮＨＫに朝鮮語講座を」

読者からの杜極的な支持の声の中で，「要望する会｣の事務局世をつとめることになる矢

作勝美が，署名運1liibの位Irilづけと見』1mしを示す｢ＮＨＫに朝鮮識１１１座を」を，『李刊三千里』

5号（1976年２月）にilil（せた。

（ａ）日本人の朝鮮語学門史における負のＩｌｌＩ面を知ること

矢作は，日本人が朝鮮語を学ぼうとするとき，まず次のような日本人の朝鮮語学習のlHi

史の負の側面を知る必要があると述べた。（イ)豊臣秀吉の朝鮮侵略時に，印刷施設を破｣!〉』

し，朝鮮民族の思想・感Ｉ１ｌの表現伝述の象徴的存在である活字や刊本を'1/fいとってきたこ

と。（ロ)1880（明治13）年以後，宝迫確勝『靴語入門』『日靴醤隣語話』などの新たな朝鮮

語学習書や江戸時代の雨森芳洲『交隣須知』『隣語大方』などの改訂版の背景には別征韓論・

不平等条約や朝鮮にたし､する経済支配の意図があったこと。（ハ）「日韓併合」以後，朝鮮

語抹殺政策と並行して最高学府で朝鮮の学術文化を切り捨て蔑視政策をとったこと。（二）

唯一，天理専門学校にあった朝鮮語幽座の学生は，朝鮮統治のための特高佛察官がその大

部分を占めていたこと。

（ｂ）互恵平等を前提とする相互理解・文化交流・善隣友好のための朝鮮語学習とその助

き

こうしたことを含めてシ現在も払拭されていない過ちや朝鮮語への偏見・蔑視を自ら問

いただすことの重要性を，矢作は強調した。そのとき，今後の日本人の朝鮮語学習は，「互
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恵平等が前提・原則」であり，それが相互理解・文化交流･善隣友好につながると述べた。

そして，そのような朝鮮語にたいする関心はすでに活発な動きとなっているとして，次の

例をあげた。神奈川大学の「自主講座朝鮮論｣や神戸学生･青年センター「朝鮮史セミナー」

の朝鮮語訓座。大阪市立労働会館の「大阪セミナー｣，京都大学楽友会館ホールの「京都セ

ミナー｣，東京・朝鮮語を勉強する会の「初級朝鮮語講座｣，朝日カルチャーセンター（朝

日新聞杜)，日朝学院（日朝協会東京都連)，現/代語学塾(金嬉老公判対策委員会)，日本朝

鮮研究所，新日本文学会における朝鮮語高Ⅱ座。

（ｃ）日本における朝鮮語学習充実の一環としてのＮＨＫ朝鮮語講座開設

そして矢作は，高淳日の『朝日新聞』投書に賛意を表しながら，ＮＨＫの寺脇信夫の回

答の中の「ご理解あるご支援をお願い」と永井文相の「隣国の言葉…朝鮮語は大阪外語大

と天理大でしか教えていないといった矛盾を克服せねばならない」発言に論及しつつ，次

のように述べた。「東京大学を始めとする国立大学に朝鮮語識座を設け所早急にその矛盾を

解消してほしい｣。また，すでにＮＨＫの海外放送に朝鮮むけの日本語講座がありそのテキ

スト内容も優れていると聞くので，「ＮＨＫにその気さえあれば｣朝鮮語講座はいつでもで

きる体制になっていると述べた。

つまり，歴史的な反省をふまえた日本全体の朝鮮語1学習の|Ⅲ造的な転換・充実をはかる

現実的な条件が，学習者の熱意，大学行政の変化，ＮＨＫ内部でのノウハウの用意の点で

成熟していることを，矢作は指摘。それによって，｜Ⅲ造転換をはかるうえでの署名運動の

意義を示唆したと言えよう。

②「ＮＨＫに朝鮮語講座の開設を要望する会」の発足とアピール

矢作の「ＮＨＫに朝鮮語識座を」が発表された同月の28日，久野収･中野好夫･金迷寿・

矢作勝美らが「アピール，呼びかけ人，会の名称などについて打ち合わせ」を行った。そ

して，４月，中野好夫・桑原武雄･松本１，１J張など文化人40名の「11乎ぴかけ人」による「ＮＨ

Ｋに朝鮮識Ⅱ座の早期剛設を典望する｣アピール文が，「ＮＨＫに朝鮮語講座の開設を要望

する会」として発表された。1974年11月の高淳日の投ill:から1年5カ月後のことであった。

全文は次のとおりである。

「ＮＨＫに朝鮮語iiⅡ座の

早期開設を要望する

現在，ＮＨＫの放送番組には，外国語訓座があって，英語を始め，ドイツ語，フラン

ス語，ロシア語，中国語，スペイン語の六ヵ国語が放送されています。しかし，日本に

もっとも近い隣国のコトバである朝鮮語の講座は,まだ開設されていないのが現状です。

民族にとってその言語は密接不可分のものといえます。学術文化の相互交流，真の意

味でのL轡隣友好をはかるためには，お互いに言語をjlji・血し，コトバに通じあうことが先

決であると考えられます。
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しかし，日本人が広くＩ|ﾘ111(|語を学ぼうとしても，これまでその機会は，ほとんど閉ざ

されてきました。現在においても，ｉｌｉｉ鮮誘の問MIIに関するかぎりなんら改善されていな

いのが実Ｉ１Ｉｊといえます。

jlA近，１１ﾘ}鮴,Niに対する,ｉＭｉもようやく商まり，それを学ぼうとする日本人も次簸に多

くなってきました。水井支那ﾉこ[11がある,iliiHのなかで『uWILの迩化にあわせて日本人が

国際化するためには，』〔,i冊は中学から触りiiiするのに，llMiill1の,i｢葉である'阻鮮語は大阪外

語大と天理大でしか教えていないといったT-1I1iをﾘﾙﾘ11】せねばならない』（『東京新|]H』一

九七五年五月二七日）といっているのも，そのあらわれといえるでしょう。

ＮＨＫの放送Ｎｉ$'1に朝鮮語,i川座がＩ)|｣設されたなら，’''１１１１(!↑,|冊の学１１;|が容易になるのはも

ちろんのこと，相互〕]ＩＷｉｌをいっそう深めることができるなど，はかりｸiIIれないまのがあ

ります。

ここに広く１１乎ぴかけ，ＮＨＫの放送fri:組に朝鮮語,,胸座が一刻も'71〈|)lil没きれることを

望むものです。

一九七六年三月

<呼びかけ人〉

荒正人石牟礼i1h子井上光負井上光l１１１ｉ上田正昭

上､ｆ英信梅原堀大野晋大村益夫岡部伊都子

小田切秀雄貝j玩茂M１木下順二金述寿久野収

桑原武夫河野六郎佐田稲子霜多正次新村堀

杉浦明平千田是也ｉｉ`1j木'11夫武ｉＩＭｊ撤都認璽人

鶴見俊'''''１中野好夫野間宏旗田蝿林屋辰三郎

日高六郎堀田聾Nｉ松田道雄松本１，'j張丸山Ｉｌ１ｊｌ

南博美Ｍ１11部亮吉山本|洲;夫和111ｔ森太郎矢作勝美

ＮＨＫに朝鮮語,i&座のlIll設を要望する会｣(37）

呼びかけ人40人の中には，当然のことながら，金達寿・久野収・側見俊II1Ili・中野好夫・

野間宏・日高六郎・和歌森太郎のような『季刊三千里』誌上での金および彼との対談者が

見られる。また，梅原猛・貝塚茂樹・桑原武夫・都留重人・林屋辰三郎・松田道雄など，

永井文相の「文明問題懇談会」の会躍を含めた人々がいる。さらに，これに先だつ時期の

1968年に，文部省の圧力の中で朝鮮大学校認可を行った当時の東京都知`｣卜美illIL部亮吉とゥ

美波部の都政を支えてきた松本1,1i張（作家）・木下)'１１１二（劇作家）・千田是也（演出家）・山

本薩夫（映画監督）なども見られる。朝鮮語学者の河野六郎，朝鮮史研究者の旗田馳，朝

鮮文学者の大村益夫，朝鮮を含む活字の歴史研究者である矢作肋:美，日本古代史の上田正

昭や井上光貞，日本語学者の大野晋などは，韓国・朝鮮語と関連のある領域の専門家であ
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る。そして，韓国・朝鮮語:雌座にとりくんでいる新日本文学会の小田切秀雄，佐多稲子，

杉浦民平，丸山静や，文学者の戦争責任問題を追求してきた荒正人なども見られる。しか

し，作曲家の武iil1Iii(lkの場合のように，現在の私にはまだ〈呼びかけ人＞参加の理由が見え

にくい人もあり，その点は今後の課題である。

以上のようなく呼びかけ人＞の柵成やアピール文での永井発言の論及を見ると，この呼

びかけ文の発表において，①在日朝鮮人高淳日の『朝日新聞』ヘの投凸：②永井文部大臣

発言③久野・金対談という，当時日本の韓国・朝鮮語学習環塊の充実を求めていた三つ

の1'1ｌｂきが，その韓国・朝鮮語学習観の基本的な共有を含めて，一つの流れに合流したと見

ることができよう。それは，過去の歴史を反省しつつ，韓国・朝鮮人と日本人という平等

な立場での相互理解協力につながる轆国・朝鮮語学習を，日常生活に根ざしながら進め充

りちさせて行きたい，ということであった。その一環としてＮＨＫに「朝鮮語iii１１座」の開設

を求めるという1lbきは，このアピールの発表によって，新しい段階に入ったと言える。

注

(1)高淳日・金裕鴻両氏からの聞き取りによる。

(2)菅11F裕臣氏からの聞き取りによる。高仙師の名前は今のところ分からない。今後，聞き取

り調査などを行いたい。

(3)東洋文庫ユネスコ東アジア文化研究センターヘの問い合わせによる。

(4)鳥居節子「朝鮮語市民訓座で」『季刊三千里』第38号1984年５月112ページ

(5)Zlf野裕臣氏からのｌｌＩｌき取りによる。在日朝鮮人のiiⅢiiliの名前は今のところ分からない。

今-後，聞き取り調査などを行いたい。

(6)金東俊・金裕鴻両氏からの1111き取りによる。

(7)『晋斡（クルパン)－－処報』第６号現代語学坐1990年９月２１ページ

(8)「＜サークル紹介＞むくげの会」『季刊三千里』第３号1975年８月131ページ

(9)京三郎「初級;仙座の10年」『季刊三千里』第38号1984年５月109ページ

(10)志村由紀子「20周年に寄せて」『畳幹（クルパン)－－型報』節6号1990年９月6ページ

(11)「＜サークル紹介＞神奈川大自主ii&座朝鮮iiilii」『季刊三千里』第３号1975年８月217ペー

ジ

(12)｢＜サークル紹介＞日本と朝鮮を考えていく会」『季刊三千ｍ』箙11号1977年８月１３１

ページ。このサークルは，後の「ＮＨＫに朝鮮語訓座を」の'丹名jlMIIに「朝鮮文化研究

会」と合同で約八百名の署名を集めた。

（13)金う裕iMj氏からの聞き１Ｍによる。

（14)今田好彦「あらたな日朝文化交流」『季刊三千里』第10号1977年５月191ページ

（15)同上
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(16)同上

(17)永井道雄「ＮＨＫのハングル訓座」『李刊三千里』第38号1984年５月２３ページ

(18)桑lｌ(武夫･中根千枝･加)擁秀俊編『歴史と文明の探求(上)』中央公諭社1976年５ペー

ジ

(19)前掲桑原武夫・中'11千枝・加llf秀俊ｌｉｌＩＩ１『歴史と文明の探求(上)』８ページ

(20)ijij1U，永井道llli「ＮＨＫのハングル,illi座」『季刊三F里』第38号２４ページ

(21)前}し１１桑M(武夫・El1lill千|拠加)際秀俊lilMlr歴史と文明の探求(上)』226ページ

(22)前１ｕ桑原武夫・中根千枝・加111ﾂﾞｫ俊iilllll『!'＃史と文明の探求(上)』236ページ

(23)同上

(24)iiil1u，桑原武夫・中根千枝・加)|欄湫ilMI『爪史と文明の探求(上)』238ページ

(25)大村益夫「ＮＨＫ『ハングルガル座』が始まるまで」『早稲田大学語学教育研究所三十周

年記念論文川1992年293ページ

(26）「束外大の朝鮮語科新設」『朝日新聞』1976年６月19日

(27)前掲永井道雄「ＮＨＫのハングル訓座」『季刊三千里』第38号２５ページ

(28)久野収･金達寿対談「相互理解のための提案」『季刊三千里』節4号1975年11月33ペー

ジ

(29）「創干Ｉのことば」『季刊三千里』第１号1975年２月１１ページ

(30)前掲久野収・金達寿対談「相互理解のための提案」３５ページ

(31)日高六郎「レポート・訪軸報告」『季刊三千里』第１号1975年２月62,65ページ

(32)中野好夫･金達寿対談｢ナショナリズムについて｣『季刊三千里』第２号1975年５月30-31

ページ

(33)前掲中野好夫・命達寿対談「ナショナリズムについて」３１ページ

(34）「おんどるばん」『季刊三千里』鏑5号1976年２月220ページ

(35)同上

(36）「おんどるばん」『季刊三千里』第６号1976年５月220ページ

(37)「ＮＨＫに朝鮮語局Ⅱ座の早期開設を要望する」『季刊三千里』第６号1976年５月120-121

ページ

3．ＮＨＫにおける講座開設決定にいたる経過（その１）-1976～77年

（１）「ＮＨＫに朝鮮語講座の開設を要望する会」の署名運動と文化講座

1976年４月に「ＮＨＫに朝鮮語講座の早期開設を要望する」アピールを発表した「要望す

る会｣は，４月24日から署名運動をはじめた。同会はまた，署名辿動とともに，次のような

方針をたて実施した。（ａ)マスコミに「要望する会」の発足とその趣旨を伝え,Ｂ本人に

広く運動への参加を呼びかける。（ｂ)新聞や雑誌を利用して，朝鮮語学習の必要'住や朝鮮
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謡にかんする認識を深める機会を提供する（ｃ)朝鮮語学習普及の一環として文化講座を
開設することである。

①マスコミの反応

高淳日の投出:以来この動きに注目してきた『朝日新聞』が４月28日，「ＮＨＫに朝鮮語講

座を／文化人ら署名述助」と題して，次のようにきわめて好意的に報道した。

「ＮＨＫに朝鮮語講座の開設を要望しよう－という署名運動が，評論家の日高六郎，

作家堀田善衛，朝鮮史研究家の旗田巍の各氏ら学者，文化人四十人の呼びかけで始めら

れる。南北を問わず，朝鮮との学術文化交流，真の善隣友好をはかるためには，相互に

言葉を通じあうことが先決だという趣旨。…ＮＨＫが朝鮮語講座を設けるか否かは，こ

れまで冷遇されてきた朝鮮語学習が日本で市民権を得るかどうかの一つのバロメーター

でもあり，署名の集まり具合とＮＨＫ側の対応が注目される…。

ＮＨＫでも，相互理解と交流のため，朝鮮語のi&座も必要であることを認め，どのよ

うな形態でできるか内部で研究中だという…。

呼びかけ人の一人，金達寿氏の話：古代から現代にいたるまでの朝鮮と日本の関係が

見直されている時だし，若い日本人の中に朝鮮語に関心をもつ人がふえている。ＮＨＫ

に朝鮮語講座ができれば，在日朝鮮人のためというのではなく，日本人が朝鮮の文化を

見直し，朝鮮を外国として認識するよいきっかけとなるだろう。日本と朝鮮の関係が新
しい次元に移れると期待している｡」

『朝日新聞』はさらに，５月26日の「天声人語」’'''1でも取り上げた。また，『東京新聞』

は井手孫六「語学」（５月４日)，米山俊直「語学番組」（６月11日)，「朝鮮語iih座／ＮＨＫに

直訴へ／大反郷，二万人近く｣'111名」（８月30日)，『東京タイムズ』は「ＮＨＫと朝鮮語訓座」

（６月10日)，『毎日新聞』は長谷川隆子「朝鮮語の訓座開設を望む」（７月８日)，『いばらぎ

新聞』は「ＮＨＫに朝鮮語:&座を／署名が一万八千人／全国から予想以上の反ﾉﾘi」（８月３０

日）を，それぞれ褐蔵した。いずれも署名活助に好意的なものであった。たとえば，６月１０

日付『〕l[京タイムズ』の「ＮＨＫと朝鮮語iil座」には，次のような内容が,liliっている。

「…美MIL部亮吉，桑原武夫，中野好夫氏ら四十人の知識人が，『ＮＨＫに朝鮮語訓座の開

設を要望する会』をつくり『現在ＮＨＫの放送番組では，英，独，仏など六ヵ国の外国

語向川座が設けられているが，これにぜひとも朝鮮語を加えてほしい』という声明を出し，
いま同趣旨の署名運肋を行っている…。

戦前・'成中は使用を禁じられ，戦後は祖国が分裂し，朝鮮語と朝鮮人の苦悩は続くが，

それだけになんとかＮＨＫ側も朝鮮語訓座の問題に努力してほしいものだ」
②呼びかけ人による新聞等への執筆

呼びかけ人の一人である中野好夫は，５月24日付『朝日新聞』に「まず言莱から－ＮＨ

Ｋに朝語而仙座を｣をIiliせ，市民たちに署名運動への参加を呼びかけた。すなわち，彼は1974
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年韓国で『東亜日報』への弾圧'１７件が起こったときに，「支持のつもりもあって定期H附読者

になったのだが，お恥ずかしいながら実はよく読めぬ…ほんの爪の垢（あか）ほどやって

みたわたし自身の勉強でもあのわずか十の母音と十四の子音だけの組み合わせからなる典

型的な音標文字（ハングル）は，読むことだけなら実にやさしい」と自分の体験を紹介。

そして，「朝鮮半島との正しい相互11Ｗは，そのilj北を問わず，絶対の緊要l『といわねばな

らぬ。それにはまず言葉からだと碓信する」「茜詔の１１Ｗがどれだけこれら眺邦との関係を

よくするか，その効果は,jl-り知れぬものがある」と，，;雌を学ぶことの恋jIiiを強ⅡＡＩした。

そして，日本の大学での軸国・'liHlWMj孜了jの乏しさにふれなから'自分の主張に賛同する

人は「11'1:接ＮＨＫヘでもよい，わたしたちの1珊川)へでもよい，反辨の声を寄せてもらい

たい」と，迦lil1への参加を呼びかけた。

同じく11乎ぴかけ人の一人である大村溢夫は，１１月29付『ＩＩｉ)旧iﾘiljll』に「)|ﾘ]鮮語を学ぶた

めに／限られる入門,１１K」を脚１１M.入門テキストの少なさやiIj北分lWiとの関係でのむずかし

さをふまえた朝鮮語学習の必要性を促した。すなわち，'|ﾘ11111:i沼を救える大学が少ないなか，

市民,''１１座などで学ぶ人たちはふえているが，朝鮮語入'''1テキストは，｜川田１１l之『朝鮮語の

埜礎』（1967年)，李崇準鵬修・朴成媛il1MIlV1iI11jl1'１国語』（1972年)，川！}六郎！|'て修，石原六

三・:,'j:山秀夫箸『朝鮮語四週間』（1963年初版)，IilE州渉『わかる朝鮮語』（1971年初版)，

梅田1W之『韓国語』１１１（1976年）など数少なく，教師･辞TII:不足も深刻だと脂摘。また，

「南北朝鮮の分断と，その言語への投影」による日本人の朝鮮語学習のむずかしさもある

と指摘しつつ，それをこえる朝鮮語学習を模索することの大切さについて，次のように述

べた。

、｢アジアのなかで日本の主体性を硫立し世界を正しく理解するためにも，わたしたちは

片目で西欧を，片目でアジアをにらまねばならず，朝鮮を把握（はあく）するには，歴

史的視野のもとに，一つの目でソウルを，もう一つの目でピョンヤンを見て，総合的に

朝鮮観を完成していかなければならない｡｣(1)

そして，『季刊三千里』では，「社告」で［瞥名巡助へのお願い」や「ＮＨＫに朝鮮語講

座の早期開設を要望する｣のアピールを,成せる他，矢作1｢務局長による中間縦告も3回にわ

たって行われた。また，「大学の朝鮮識Ⅱ座」（大村)，「朝鮮語を考える」「『ヨポ』はiliN鮮

語か－朝鮮語を考える」（梶井）を戦せた。「大学の朝鮮語講座」では，日本で'|ﾘ]鮮語講

座を開設している大学の多くが財政問題を理由に専任教員を置くところが少なく，＋分な

教育ができない状況にあることが述べられた｡(2)「朝鮮語を考える」では，朝鮮植民地支配

下でのIlilj鮮人への言語政策が，朝鮮人に母国語をないそのかわりに日本語を押し込んだこ

と。そして，奪い挙げた朝鮮語を朝鮮人の統治のために日本人が学んだことが，当時多く

ilMMlし/ご'γ:''１，１１:に現れていると指摘された｡(3)また，「『ヨボ』は朝鮮語か－朝鮮語を考え

ろ』了(よ，’&'渦・'１U]鮮で夫婦の間や同年飛などへの呼びかけの言葉である「ヨポ」を，日
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本人は朝鮮人への差別用語として使用したと指摘された｡(4)

③「要望する会」主催の「朝鮮語を学ぶ文化講座」

「朝鮮語を学ぶ文化講座」は，1976年10月16日から，陥週の土'''''日午後6-8時の2時間，

合計4回開かれた。これは，ＮＨＫに朝鮮語講座が開設されたとき，受ijl者が少ないことを

理由に「イタリア語講座のように，数年にして消されない｣(5)ように，日本人に朝鮮語にか

んする理lWiLを求め，学習への関心を具体的に高めることを目的としていた。次のような４

回の訓座には，それぞれ45名前後の参加者があった。

第１回：梶井除「朝鮮語ＩＩＴ始め」 １０月１６日

第２回：尹学iIl且「ハングルの成り立ち」 １０月３０日

第３回：金達寿「日本人にとっての朝鮮語」 １１月１３日

第４回：大村益夫「ハングルの戦いと朝鮮文学｣(6) 11月２７日

その内容は記録によれば，およそ次のようなものであった。

「朝鮮語事始め」：朝鮮民族学校での梶井自らの教貝体験を交えながら，’戊前･戦後を通

じて行われた日本人の朝鮮語学習の歴史を，朝鮮語学習どの出版数などを挙げながら説明

したものであった｡(7)

「ハングルの成り立ち」：ハングルは科学的で易しく覚えられる文字であること，文字が

発音器官の形をとって作られたことなどが話された｡(8)

「日本人にとっての朝鮮語」：新祁系渡来人jli団の象徴である「天之日予」と「天日槍」

や万葉仮名と吏読文字との表記法の同一性を指摘し，両国の文化の共通避難を，朝鮮から

日本への文化伝達という角度から説明。その上で，日本におけるナショナリズムの形成と

日本文化の絶対化の過程で朝鮮と朝鮮語は抹殺され，それが今日まで続いていると述べ

た｡(9)

「ハングルのｌｉﾘiいと朝鮮文学」：日本の柿民地Ili月鮮における同化政策によって朝鮮語が抹

殺されようとした時期，日本の手先になり日本の政策を美化する作品を;I|:いた!'ﾘ}鮮人もい

た。しかし，金史良などのように，一定の服従を余舵なくされながらも可能な限り}](i抗を

行い，自らの民族文化を守った人もいることが話された｡('0）

この4回の文化訓座に対して，多くの人から反ilM1があったようである。「要望する会」は

この訓座にかんする感想のアンケートをとり，その一部を『要望する会ニュース』に紹介

している。それによれば，「大層時宜を得たすばらしい1jll企画」「日下の文化と歴史を新な，

正しい観点から知る上に有意義」「朝鮮語を考える上で非常におもしろい｣('1)「朝鮮語を学

ぼうとする意欲をそそられました｣('2)というものが多かった。そして，同時に｢ＮＨＫの講

座開設を待つばかりでなく，新しい企画で朝鮮語訓座の開かれることを強く希望します」

「我々の手で朝鮮語の勉強会を作って勉強していく。勉強しながら同志をつのり勉強をす

すめていく（ことが大切だと考えます－引用者)｣('3)のように，主体的な内容・講座づくり














































































































